
素屋根設置の状況 令和２年１０月頃撮影

屋根の状況（柿葺撤去前） 令和２年１０月頃撮影

南西の軒先から見た葺替前の柿葺の状況。
前回の葺替から２０年以上経過し，経年による腐朽がみられます。

南東側から見た素屋根に覆われた寿月観の状況。
障壁画などは，あらかじめ修学院内の建物に移動した上養生しています。

※現場の公開はしていません

※現場の公開はしていません



屋根の状況（杮葺撤去後） 令和２年１０月頃撮影

杮葺の状況 令和２年12月頃撮影

南の軒先から見た杮葺の撤去状況。
野地などの木下地状況が確認できます。

杮板（椹材）を並べて竹釘でとめていきます。
竹釘を口に含み，１本ずつ出しながら打ち付けていきます。

※現場の公開はしていません

※現場の公開はしていません



杮葺の状況

棟積瓦の状況

北側棟積瓦の積替え完了状況。一部，新規瓦に取替えています。
欠け・ひび割れ確認と打音検査を行い再利用する瓦を選別しました。

南の軒先から見た杮葺の葺替え完了状況。新規柿材の鮮やかな色も，１年ほど経てば落
ち着いた印象に変わっていきます。

※現場の公開はしていません

※現場の公開はしていません


